
 

 

 

 

 

 

 

 

今回の講義では、「なぜ、ごみの分別・減量が必要なのか」をテーマに、循環型社会の実現に向けた国や

印西市の取り組みについて学びました。 

国では「循環型社会形成推進基本法」に基づき、3R（リデュース・リユース・リサイクル）を推進してい

ます。印西市では人口増加に伴いごみ排出量も増えていましたが、近年は減少傾向にあるそうです。しかし

、令和 10年 4月に稼働予定の新クリーンセンターの処理能力は現在のごみ排出量を下回るため、さらなる

ごみ減量が求められています。 

また、ごみ処理には年間約 14億 2千万円、市民一人当たり約 1万 2

千円の費用がかかっています。費用削減、また、焼却灰等の埋め立て地で

ある最終処分場を長く活用するためにも、ごみ減量は重要な課題となって

います。燃やすごみの内訳をみてみると、約 4割が生ごみで、そのうち

26％が食品ロスであることや、生ごみの約 8割が水分であることが説明

されました。さらに、リサイクル可能な紙類も約２割含まれており、水切

りや分別の徹底がごみ減量につながることを学びました。 

市では、生ごみ処理機購入への補助金交付や有価物集団回収の支援、正しくごみの分別がわかるアプリの

運用など、さまざまな取り組みを行っています。また、家庭でできる取り組みとして、マイバッグの利用や

食品ロスの削減、資源物の分別、店頭回収の活用などが紹介されました。 

アカデミー生からの質疑もあり、ごみ減量への協力を広げるためには継続的な啓発が重要であることや、

ごみ有料化が有効な施策の一つであること、新クリーンセンターの処理能力や災害時の対応について説明が

ありました。 

講義後には、印西クリーンセンターの説明動画を視聴し、ごみ処理の流れや、焼却時に発生したエネルギ

ーを活用して CO₂削減につなげていることを学びました。その後の施設見学では、実際の設備やリサイクル

された製品を見学し、ごみ処理や資源循環への理解を深めることがで

きました。 

今回の講義を通じて、ごみ減量は行政だけでなく、市民一人ひとり

の行動の積み重ねが重要であることを改めて学ぶことができました。

身近なことから少しずつ実践していくことが、循環型社会の実現につ

ながるのではないでしょうか。 

印西市民アカデミーだより

講 座 １０  ： ごみ減量について学ぶ/クリーンセンター見学 


